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釣りガール♪　流行ってますよね～♪釣りガール♪　流行ってますよね～♪

　鮎釣り 3年目の夏！ 部活のように…いや寝る間も
惜しんで…仕事のように…川へ入ってます！
　何がそんなに夢中にさせるのか？　鮎がかかった時
の快感！？ 　矢作川の鮎の引きの良さは本当に素晴ら
しいです（たかが１匹のお魚との格闘です）。その時
だけでなく、その快感は帰りの車中でも思い出したら
興奮します。 そして、またその感覚に酔いたくて再び
川へ行きたくなるのです。ほぼ中毒状態ですね！ そん
な釣りを、気の合う仲間とお弁当持ってバーベキュー
したりして一日過ごせるのは最高に楽しくてやめられ
ません。
　あと、スポーツ的な要素も、のめり込む要因でしょ
う。数や大きさを競う大会が全国でありますので、腕
を磨く楽しみがあります。最終的には全国の勝ちあ
がってきた名人が日本一を競いあうのですが、矢作川
をホームとする選手はいろんな大会で名前を残してる
んですよ！

　何がきっかけで始めたのか？ とよく聞かれますが…
おっちゃん達が少年の様な顔で、本当に楽しそうに鮎
釣り談義をしているのを聞いていて、そんなに楽しい
のなら１度で良いから経験してみたいと 3年間思い続
けていたところ…願えば叶うんですね～！ 飲み会の席
で「鮎釣り一度でいいから経験してみたい！」との声
に「道具は全部かしてやるから、身体ひとつで来い」
と言われて団体釣行に連れて行ってもらうことが決
まって、いざ出陣！ 七五三のように上から下まで鮎つ
りウェアを着せてもらって、9mの竿を持たせてもらっ
て、釣らせてもらって「お前センスあるな～！よっ！
鮎つり名人」って褒め上手な名人に上機嫌にさせても

らったら、勘違いしてハマっちゃいました。 是非、騙
されたと思って一度名人に、釣らせてもらってくださ
い！結構な確率でハマります！

　いろんな川へ釣りに行きますが、その日釣った鮎は
その日必ず塩焼きにして食べます。みなさん知ってま
すか？ 矢作川の鮎は美味しいんですよ～♪（砂が入る
のでワタは除かないといけませんが）骨は柔らかく身
は締まっていて、口に入れたときの香りは最高♪ 頭か
ら尻尾までぜ～んぶ頂きます。腹ワタを塩漬けにした
「うるか」もお酒のすすむ一品です。
　楽しみながら目標を持って遊べて、美味しい鮎が食
べられる、こんな経験をさせてもらっている矢作川に
感謝しています。

（いいだ　じゅんこ、矢作川漁協 組合員）
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　釣り師といっても、もちろんアマチュア…日曜大工
ならぬ日曜漁師な夫と、その彼が日頃から「この世
に釣り以上に面白いものがあったら教えてほしい」と
言ってはばからぬ「川釣り」の話に少々おつきあいく
ださい。
　仕事の関係で名古屋に住んで６年目の私たち家族。
実家があり夫の釣りの拠点となるのは福井県大野市。
城下町であり山と清流に囲まれ、スキー場もある静か
な故郷です。
　夫の釣りシーズン開始は３月…。まずは渓流でのエ
サ釣りとテンカラ釣りからはじまります。雪の残る真
名川をひたすら「春の恋人～岩魚」を求めて遡

そ こ う

行。私
もようやくイワナとアマゴとヤマメの区別がつくよう
になりました。夏の鮎とくらべれば淡泊な味ですが、
塩焼きにして釣りのついでに採ってくるタラの芽やウ
ドなどの山菜天ぷらと一緒にいただきますと、それは
それは贅沢な春の食卓となります。
　そして７月から川ごとの「鮎解禁」の日をネットで
調べなんとかその日に合わせて休みが取れぬものかと
算段する夫。長良川、九頭竜川、足羽川…まさに「夏
の恋人～鮎が俺を呼んでいる」という妄想にとりつか
れる日々。でもかつては「解禁日」ともなれば会社を
休んででも馳せ参じるだけの釣果は約束されていまし
たが、ここ数年は「からっきし」…。手ぶら同然とも
いかず慌てて購入したお肉を手に悄

しょうぜん

然として帰ってく
ることも増えました。
　近頃は雪解けが遅い分、解禁日の川の水がまだ鮎に
は冷たすぎるせいかと嘆いたり、あるいは川ごとの漁

協さんのおっしゃるほどには実際には放流していない
のでは？と疑心暗鬼になったり。また放流された養殖
鮎が「‘ おとり ’ を追わなくなったのでは？」という説
もあるそうです。

　解禁日以降も「釣れたー！」と満足して帰ってくる
ことは稀になってしまいました。よく釣れた頃は鼻
高々で「こんな貴重な天然鮎を無料で食べられるなん
て幸せだと思え」などと恩に着せられたものですが、
そんな時は「１万円以上する遊漁権を３か所分購入し
て、５００円のおとり鮎を一日につき２～３匹買って、
行き帰りのガソリン代が加わって…相当高価な ‘ 無料 ’
だよね？」なんて嫌味でお返ししたことも。でも確か
にお金を払っても手にはいりにくい天然鮎を、ひと頃
より数は減ったものの家族の分くらいなら十分満腹に
なるほどは堪能出来る贅沢な夏の食卓。その「香魚」
とも評される薫り高い、まさに「清流の女王」と称さ
れるにふさわしい気品あふれる姿をほれぼれと眺めて
みたりして…。わたしも「釣り師の女房」としていつ
の間にか洗脳＆餌付けされてしまったかもしれません。
　長く雪深い冬のおかげで豊かな清流に恵まれた故郷。
その恵みに感謝しつつ、休みのたびグータラ亭主に
もならず生き生きと釣りにいそしむ夫にはため息半分、
感謝半分。いつまでもそんな週末の風景が平和に続く
ことを願っています。

　（あさの　ひろみ、名古屋市在住）
夢にまで見た ‘ 尺鮎 ’ 九頭竜川にて。30 センチ＆ 330g ナリ

福井県大野市・九頭竜川にて晩御飯ゲット中

九頭竜川便り九頭竜川便り
－ 気が付けば釣り師の女房 －－ 気が付けば釣り師の女房 －

朝野　裕美　
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　「いただきます。」
　2011 年 9月 6日、豊田市立竹村小学校 5年生の子
どもたちが一斉に声をかけ、給食の時間が始まりまし
た。今日の献立はあおさ汁、骨太サラダ、ごはん、そ
してアユの唐揚げ。アユはもちろん地元豊田産です。
アユの開きの干物の唐揚げを頭からかぶりつく子ども
たちに聞いてみると、一同「美味しい！」の声。家で
もこんな風に唐揚げにして食べる？と聞けば「家でも
食べる」という子もちらほら。「家では塩焼き」、その
声にうなずく子どもたち。地産地食の推進のため、初
めて地元のアユを使った給食の試みは子どもたちには
大変好評だったようです。
　豊田市の給食の歴史は古く、戦後 1950（昭和 25）
年には小学校給食が始まり、挙母市が豊田市になった
1959（昭和 34）年の翌年には中学校給食、地元の工
業発展の流れの中の 1968（昭和 43）年には幼稚園給
食と、豊田市の歴史とともに給食は歩んでおり、現在
では 1日に 53,000 食が作られています。今回のアユ
は矢作川漁業協同組合で用意されたものということで
すが、給食センターごとに実施日を変えてはいるもの
の、これだけの数の確保までにはきっと様々な苦労も
あったことでしょう。

　アユだけではありません。米は大地の風、年に一度
はミネアサヒ、小麦は農林 61 号、大豆はフクユタカ
というように、地元産ブランドは給食献立表に繰り返
し登場し、地元で作る納豆にチーズを混ぜた人気の一
品は、豊田市の給食としてテレビの人気番組でも取り
上げられたといいます。給食での地産地食の推進のた
め、大量に確保したい地元産野菜についても、2003
年あたりをスタートに、竹下野菜塾・農ライフの会（豊
田市でおこなっている新規農業者育成システム）から
の直接納入など、新たな試みが行われています。いず
れもそうした農作物の収穫までには水が欠かせず、今
回のアユに至るまでの地産地食推進の背景にもまた、
枝下用水 120 年の歴史があることも伝えていきたいこ
とです。
　いつか今日の教室の子どもたちが大きくなった時、
「給食でアユを食べた」という話がその次の世代の子
どもたちと共有できる話題となるように、矢作川のこ
れまで、そしていまこれからを見守っていきたいと改
めて感じました。

（つじ　しほ、豊田市矢作川研究所 研究員）

給食に給食にアユアユがでた！がでた！
逵　志保　逵　志保　

アユの唐揚げ

給食の内容を先生が解説

▶『枝下用水日記』Vol.６発行しました
　『枝下用水日記』Vol. ６（8月 31日発行）も、枝

し だ れ

下用水の話を聞く会の記録を
はじめ、枝下用水土地改良区歴代役員一覧や枝下用水開削者・西澤真蔵の名前の
話など、まるごと枝下用水です。
　ご興味ある方、矢作川研究所（担当：逵

つじ

）までお知らせください。また、今春
パソコンの送付トラブルのため、お読みいただいていたのに届いていない方があ
るかもしれません。どうぞお知らせください。
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▶第３回「矢作川天然鮎感謝祭」－9月18日開催－
　直前まで増水による中止が心配されたが、今年もなんとか矢作川天然鮎感謝祭を開催することができ
た。開催にお力添えいただいた皆さんをここで紹介することはできないが、心からお礼を申し上げたい。
　今年で 3回目になるこのイベントは、釣り師が天然アユを釣りまくり、腕の良い焼き師が焼きまくって、
市民にたらふく塩焼きを食べて貰おうというものだ。単純ではあるが「天然アユの味を通して、多くの
市民に矢作川や三河湾への関心を高めて貰おう」という思いを込めている。
　会場は昨年まで豊田大橋西岸の白浜公園だったが、今年から対岸の千石公園に移した。ＮＰＯ法人矢
作川森林塾の活動でスタジアム前の河畔林がきれいに整備されたので、景観の良さでも矢作川の魅力を
市民に伝えられたと思う。
　実行委員会は毎年同じ心配事を抱えて準備を進
めている。それは、肝心のアユがどれだけ集まるか
…。この 3年間、すべて不漁の年だったのだ。こ
ればかりは仕方ないのだが、それでも開催月が近
づくにつれて気が重くなる。今年は増水続きだっ
たため特にアユが集まらず、残念ながら 1人 2本
ずつ食べてもらうことが出来なかった。来年こそ
は「もう食べれん！」と言って貰えるほどの豊漁
を期待したい。
（第 3回矢作川天然鮎感謝祭実行委員長・新見克也）

▶第7回「矢作川  森の健康診断」報告会
◆日　時：2011 年 11 月 6日（日）　13：30～ 16：30
◆場　所：とよた市民活動センターホール
　　　　　（豊田市駅前：豊田市若宮町1-57-1　T-FACE・9階）
◆参加費：無料（事前申込不要です）
◆問合せ先：090－4160－9065（矢森協）

　今年の 6月 4日に行われた第 7回「矢作川 森の健康診断」には
約 170 人が参加し、長野県の平谷村と根羽村、愛知県設楽町と豊田
市の計53地点で人工林を調査しました。いつものように参加各チー
ムからの感想と診断結果の分析報告、オプション調査の報告を聞き
ながら、みんなで母なる矢作川流域の森の明日を話し合いましょう。
ぜひご参加ください。

＊駐車場に限りがあります。フリーパーキング加盟駐車場3時間駐車無料サービス。なるべく公共交通機関でお越し下さい。
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　鮎釣り談になるといつも男性が主役になります。今回は少し違った角度から鮎を特集しました。友釣りの醍醐味
を女釣師の飯田さんに、釣師の家族の想いを朝野さんに伝えていただきました。小学校で食育に鮎を用いるなん
て！　矢作川の恵みの大切さを次世代に伝える粋な計らい、素敵です。（内田あ）

再生紙を使用しています

後記

2011.9.18　新見幾男氏　撮影
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